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Abstract
　Gecarcoidea lalandii H. Milne Edwards, 1837 is 
reported for the first time from Yoron Island, Ryukyu 
Islands, Japan, on the basis of a single male specimen 
collected from the limestone coast of the island. In 
Kagoshima Prefecture, this species was previously 
known only from Amami-oshima Island, and the 
present report is therefore the second distribution 
record of G. lalandii in the prefecture.

はじめに
与論島の十脚目甲殻類相調査の過程で，オカ

ガ ニ 科 の 一 種 で あ る ム ラ サ キ オ カ ガ ニ

Gecarcoidea lalandii H. Milne Edwards, 1837が採集

された．本種は，沖縄県では特に宮古・八重山諸

島にて報告例の多い種であるが，鹿児島県下では

奄美大島からの報告が 1例知られるのみである

（鈴木ほか，2008；藤田，2009，2017a；鈴木，

2016）．与論島におけるムラサキオカガニの分布

記録は今回が初めてとなるため，以下に報告する．

材料と方法
2023年 6月 16日に同島供利の海岸にて，夜間

に石灰岩岩礁域を徘徊しているムラサキオカガニ

１個体を徒手にて採集した．採集した個体は活か

したまま研究室に持ち帰り，冷凍後に写真撮影を

行った後，70%エタノールにて保存した．また，

デジタルノギスを用いて甲幅（CW）を計測した．

本研究で得られた標本は，琉球大学博物館（風樹

館，RUMF: Ryukyu University Museum, Fujukan）

に収蔵されている．

結果と考察
Gecarcoidea lalandii H. Milne Edwards, 1837

ムラサキオカガニ
（図 1）

調査標本　1 雄（RUMF-ZC-6123，甲幅 46.2 

mm），2023年 6月 16日，与論島供利の海岸，藤

田喜久採集．

備考　今回得られた標本は，頭胸甲の額の幅
（左右の眼の間）が狭いこと，頬部の毛が極めて

少ないこと，生時の体色が濃紫色を呈すること，

などの特徴が既知報告（藤田，2009）に良く一致

しており，容易にムラサキオカガニと同定するこ

とができた． 

本種は，国内では奄美諸島の奄美大島，沖縄

諸島の沖縄島と渡名喜島，宮古諸島の宮古島，来

間島，フデ岩，多良間諸島の多良間島と水納島，

八重山諸島の石垣島，鳩間島，西表島，与那国島

から記録されている（鈴木ほか，2008；諸喜田，

2014；藤田，2017a；前之園ほか，2023）．鹿児島

県下における本種の確認事例としては，奄美大島

の飛沫転石帯環境から小型個体（甲幅 11.6 mm）

の報告が 1例知られるのみである（鈴木ほか，

2008；鈴木，2016）．従って，本研究は標本を基

にしたムラサキオカガニの与論島からの初記録報

告であり，また，与論島は鹿児島県下における本

種の 2島目の分布地となる．

本種は現在，環境省レッドリストおよび沖縄

レッドデータブックにて「準絶滅危惧（NT）」，

鹿児島県レッドデータブックにて「絶滅危惧 I類」

与論島初記録のムラサキオカガニ
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と評価されている希少種である（藤田，2017b；

鈴木，2016；環境省，2020）．本研究にて本種を

採集した供利海岸は，与論港が隣接するにも関わ

らず海岸環境（石灰岩岩礁，砂浜，後背地の海岸

林など）が比較的良好な状態に保たれており，ま

た，本種と同所的にヤシガニ Birgus latro (Linnaeus, 

1767) やヘリトリオカガニ Tuerkayana rotundum 

(Quoy & Gaimard, 1824) などの希少種の生息も確

認されている（藤田，2022；藤田，未発表データ）．

今後も開発等の人為的影響を最小限に抑えること

ができるよう，地域を主体とした積極的な環境保

全対策が求められる．
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図 1

図 1．与論島から採集されたムラサキオカガニ Gecarcoidea lalandii H. Milne Edwards, 1837（RUMF-ZC-6123：雄，甲幅 46.2 mm）．A，
全体背面；B，生態写真，供利の石灰岩岩礁海岸．

Fig. 1. Gecarcoidea lalandii H. Milne Edwards, 1837 collected from Yoron Island, Ryukyu Islands, southwestern Japan (RUMF-ZC-6123: 
male, CW 46.2 mm). A, entire animal, dorsal view; B, in situ photograph, limestone rocky shore at Tomori coast.


